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SUMMARY
??A first-year experience course,?Manable-Tokiwabito,? was newly offered in FY 2017 at Kobe 
Tokiwa University. In the course, around 20 teachers teach approximately 350 students. In this paper, 
we clarify, using text analysis, what students learned from that course. We analyzed the student's report 
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and drew a co-occurrence network. The analysis showed that it is evident that students understand 
the characteristics of this subject correctly and that they have fulfilled certain educational outcomes. 
However, one problem that has been recognized is that the unity of the curriculum as a whole is not yet 
maintained.
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図 2 初年次教育で実施されるプログラムの内容 
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表 1 「まなぶる➤ときわびとⅠ」の授業内容 
授業回 授業内容 
1・2回 
 授業の説明 
 チームづくりのワーク（切り分けられた紙片を学生に選ばせ、それを 6～7枚組み合わせて 1枚
の絵を完成させる。これによりチームが編成される。紙片を配る際、学科混合のチームが編成さ
れるように工夫する。） 
 「記者会見」のワーク（新規に編成されたチーム内で交流を図る。自己紹介だけでは引き出せな
い交流を促進する。） 
3・4回 
 ルーブリックの説明（この回から 9つのクラスに分かれる。冒頭でルーブリックの説明を行い、
評価項目・評価基準を学生と共有する。） 
 コンセンサスゲーム「NASA」（NASA というコンセンサスゲームを通してチームビルディング
を図る。） 
 グラフィックジャム（“チームワーク”という概念を絵で表現し、チーム内で共有する。） 
5～8回 
 探検！キャンパスマップの作成！！（学内の仕組みなどについて理解するワークを 2週にわたっ
て行う。学内の施設・設備に関する理解を図るため、また学内の職員さんたちとの交流を図るた
め、各チームで独自な観点に基づくキャンパスマップの作成を行う。2 週目ではその発表を各ク
ラスで行う。） 
9・10回 
 大学での学びに必要なスキルを考える（大学での学びに必要なスキルについて、コンセンサスゲ
ームを行う。） 
 「ノートをとる」を考えよう（「ノートをとる」という“当たり前”な行為について、また人によっ
て異なるノートのとり方について、ワールドカフェというワークを通して改めて考える。） 
11～16回 
 魅せる！大学の実像？虚像！？（神戸常盤大学の魅力を伝えるコンテンツ作りのワークを 3週に
わたって行う。作成するコンテンツの内容や方法は学生に委ねる。3週目には各クラスで発表し、
学生による相互評価で優秀作品を選定する。） 
17・18回  良いプレゼンテーションとは（11～16回のワークを振り返って、よいプレゼンテーションとは何
か、これについて考える。） 
19・20回  プレゼンテーション大会（9 クラス合同で発表会が催され、各クラスの優秀作品が発表をし、学
生による相互評価で最優秀賞の作品が、特別審査員の学長により学長賞の作品が選定される。） 
21・22回 
 コミュニケーションスキルを鍛える（「流れ星」「図形」「風景画」のワークを通じてコミュニケー
ションスキルについて改めて考える。） 
 問題解決型ゲーム「卒業旅行」（それぞれに与えられたカード情報を口頭で伝え、互いに理解する
過程を経て、正解に導いていく。これにより情報を伝え、理解することの難しさを体感する。） 
23～26回  ライティングスキルを鍛える（レポートの書き方や、資料を読み解き自分の考えをまとめる力、
意見文を論理的に組み立てるスキルを修得するためのワークを 2週にわたって行う。） 
27・28回 
 ディスカッションスキルを鍛える（「POPO」というワークでは、グループ討議をする輪とそれを
囲う観察者の輪を作る。このワークを通じて、ディスカッションを実際に行うこと、そしてそれ
を客観的に観察することの二者の立場を経験する。） 
 「自分マップ」と「大切なもの」（他者の視点を通して自分を見つめなおすワークを行う。） 
29・30回 
 凝縮ポートフォリオ評価（28 回にわたって行ってきた学修のプロセスを通して自分が何を学ん
だかについて振り返る「凝縮ポートフォリオ」のワークを行う。） 
 プレゼントカード（30回の学修を共にしたチームの仲間に対して「プレゼントカード」を送る。） 
 授業アンケート 
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表 2「まなぶる➤ときわびとⅠ」のルーブリック 
 0 1 2 3 4 
協調
性・
協働
力 
自分に与えられた
役割を果たすこと
ができない 
自分に与えられた
役割を果たすこと
ができる 
グループの中で自
ら役割を見出し、
それを果たすこと
ができる 
別の意見や批判的
な意見に耳を傾け
ながら、グループ
の中で自ら役割を
見出し、役割の必
要性を他者に説明
しつつそれを果た
すことができる。 
別の意見や批判的
な意見を取り入れ
ながら、グループ
の中で自ら役割を
見出し、役割の意
義を具体的に示し
ながらグループ活
動全体のパフォー
マンスが向上して
いることを全員が
実感できるように
その役割を果たす
ことができる。 
探究
力 
課題に対して他者
から与えられた解
答で満足している 
課題に対して一つ
の案（意見）を提
出することで満足
している 
課題に対して多角
的に考えた上で一
つの案（意見）を
提出し、その理由
を自分なりに説明
することができる 
課題に対して複数
の案（意見）を提
出し、課題遂行の
ためにどの案（意
見）が有効である
かを論理的に説明
できる 
課題に対して複数
の案（意見）を提
出し、それらの帰
結を見通した上
で、課題遂行のた
めにどの案（意
見）が最も妥当で
あるかを論理的に
説明できる 
表現
力 
他者に対して自ら
の考えや取り組み
を伝えない 
他者に対して自ら
の考えや取り組み
をそのまま伝えて
いる 
他者に対して自ら
の考えや取り組み
を、相手が理解し
やすいように整理
して伝えることが
できる 
他者に対して自ら
の考えや取り組み
が他とどのように
違うのかを示しつ
つ、それらを客観
的に分かりやすく
伝えることができ
る 
他者に対して自ら
の考えや取り組み
が他とどのように
違うのかを示しつ
つ、それが相手に
とってどのような
意味があるのかも
含めて、客観的に
分かりやすく伝え
ることができる 
省察
力 
自分が何を学んだ
のか説明すること
ができない 
自分が何を学んだ
のか説明すること
ができる 
自分が何を学んだ
のかとともに、そ
の学びが自分にと
ってどのような意
味があったのかを
振り返って説明す
ることができる
（学びを総体的に
振り返る） 
学びの成果を自ら
の課題や今後の成
長とあわせて説明
することができる
（学びを自らの成
長と結びつけて振
り返る） 
学びの成果を自ら
の課題や今後の成
長とあわせて説明
するとともに、課
題の克服や成長に
関する具体的な指
針を学びの成果か
ら示すことができ
る 
自己
管理
力 
提出物を期日まで
に出さない、遅
刻・欠席をする、
グループ活動と関
係のないことをす
る等、学習習慣と
学習環境の基礎を
整えられない 
提出物を期日まで
に出す、遅刻・欠
席をしない、グル
ープ活動に積極的
に取り組む等、学
習習慣と学習環境
の基礎を整えてい
る 
計画的に課題に取
り組む、活動に適
した環境に整える
等、学習習慣と学
習環境を自らの学
びにあわせて整え
ることができる 
  
デザ
イン
力 
課題に対して案を
提出することがで
きない 
課題に対してあり
ふれた案を提出し
ている 
課題に対して自分
なりに一工夫を加
えた一般的な案を
提出することがで
きる 
課題に対して独創
的で他では見られ
ない案を提出する
ことができる 
社会的な尺度で客
観的に評価できる
ような独創性をも
った案を課題に対
して提出すること
ができる 
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図 5 全体として、この授業を通して、自分が成長したと思うことはありましたか？ 
 
 
 
 
 
図 6 この授業で取り組んだ活動のなかで、最も学びを実感したものは何でしたか？ 
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図5　全体として、この授業を通して、自分が成長したと
思うことはありま たか？
図8　上で掲げたスキルは、この授業を通して得られたも
のはありましたか？
図6　この授業で取り組んだ活動のなかで、最も学びを実感したものは何でしたか？
図7　将来の職業において、もっとも重要と思うスキルは何ですか？
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図 7 将来の職業において、もっとも重要と思うスキルは何ですか？ 
 
 
 
 
 
 
図 8 上で掲げたスキルは、この授業を通して得られたものはありましたか？ 
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